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読書メモ

「反日種族主義」　日韓危機の根源　李栄薫（イ・ヨンフン）（文藝春秋）
（ソウル大において韓国経済史研究で博士学位を受ける。韓神大、成均館大を経てソウル大経済学部教授に就任。定年退職後は、李承晩学堂の校長として活動している）
1.内容（本の紹介ページから抜粋）
韓国を震撼させたベストセラー、日本語版がついに登場!　緊迫する日韓関係の中で、韓国で一冊の本が大きな話題を呼んでいる。7月の刊行以来、11万部のベストセラーとなっている『反日種族主義』は、元ソウル大教授、現・李承晩学堂校長の李栄薫(イ・ヨンフン)氏が中心となり、現状に危機感をもつ学者やジャーナリストが結集。慰安婦問題、徴用工問題、竹島問題などを実証的な歴史研究に基づいて論証、韓国にはびこる「嘘の歴史」を指摘する。
本書がいわゆる嫌韓本とは一線を画すのは、経済史学などの専門家が一次資料にあたり、自らの良心に従って、事実を検証した結果をまとめたものであるということである。その結果、歴史問題の様々な点で、韓国の大勢を占めてきた歴史認識には大きな嘘があったことが明らかにされている。そしてそうした嘘に基づいた教育が何年も積み重ねられた結果、韓国の人々の多くは誤った歴史認識を正しいものと信じ込み、反日に駆られている。
　民族主義というより、意見の合わないものを力ずくでも排除する非寛容な「種族主義」が韓国には蔓延しており、それが日韓の関係を危機に陥らせている根源なのである。本書は大韓民国を愛する学者たちによる、憂国の書である。

目次　日本語版序文　はじめに　プロローグ 嘘の国
第1部 種族主義の記憶
　　1 荒唐無稽「アリラン」
　　2 片手にピストルを、もう片方に測量器を
　　3 食糧を収奪したって? 
　　4　日本の植民地支配の方式
　　5「強制動員」の神話
6 果たして「強制労働」「奴隷労働」だったのか<? BR>
7　朝鮮人の賃金差
8 陸軍特別志願兵、彼らは誰なのか!
9 もともと請求するものなどなかった――請求権協定の真実
10 厚顔無恥で愚かな韓日会談決死反対
第2部 種族主義の象徴と幻想
11 白頭山神話の内幕
12 独島、反日種族主義の最高象徴
13 鉄杭神話の真実
14 旧総督府庁舎の解体――大韓民国の歴史を消す
15 親日清算という詐欺劇
16 ネバー・エンディング・ストーリー 「賠償!賠償!賠償!」
17 反日種族主義の神学
第3部 種族主義の牙城、慰安婦
18 我々の中の慰安婦
19 公娼制の成立と文化
20 日本軍慰安婦問題の真実
21 解放後の四十余年間、慰安婦問題は存在しなかった
22 韓日関係が破綻するまで
エピローグ 反日種族主義の報い
プロローグの中で著者の季栄薫（イ・ヨンフン）は、次のように述べている。これらの中に全体の主張のエッセンスが含まれている。これによると：
【嘘をつく国民】：
偽証罪で起訴された人は、日本の172倍、1人当たりの偽証罪は日本の430倍になる。虚偽に基づいた告訴、すなわち誣告（ぶこく）の件数は500倍、1人当たりにすれば1250倍である。保険詐欺も蔓延しており、ある経済新聞はアメリカの100倍だと報じている。嘘と詐欺が蔓延しているなか、社会的信頼度の水準はだんだん下がっていく傾向にある。「一般的に人を信頼できるか」という質問に対して、肯定的な答えをした人は1985年までは38％だったが、2010年には26％にまで下がったという。1人当たりの民事訴訟の件数は世界最高である。
【嘘つきの学問】：
韓国の国民が嘘を嘘と思わず、韓国の政治が嘘を政争の手段とするようになったのには、この国の学問に一番大きな責任がある。朝鮮総督府が土地調査事業を通し全国の土地の40％を国有地として奪った」という教科書の記述はでたらめな作り話だった。「植民地朝鮮の米を日本が収奪した」という教科書の主張は、無知の所産だった。「日帝が戦時期に朝鮮人を労務者として動員し奴隷にした、という主張は、悪意の捏造だった。「憲兵と警察が道行く処女を拉致したり、洗濯場の女たちを連行し、慰安所に引っ張って行った」という韓国人一般が持っている通念は、ただの一件もその事例が確認されていない、真っ赤な嘘を土台としたものだった。
【嘘の裁判】：
韓国の嘘をつく文化は、ついに司法まで支配するようになった。嘘の学問が嘘の歴史を作り、若い世代を教えて既に60年。その教育を受けて育った世代が大法院（日本で言う最高裁）の裁判官にまでなったのだから、嘘の裁判をするのも無理のないことかもしれない。

2018年10月の徴用工判決に対し、著者は「日本製鉄が原告に賃金を支払わなかったという主張は成立しない。強制貯蓄云々という判決文事態がその点を立証している。賃金が原告に渡されていなかったなら、寄宿舎の舎監がその犯人である。舎監は未成年である原告に代わって原告の本家に原告の給料を送金したかもしれない。要するに当該事件は原告と舎監の間の民事事件である」と主張する。裁判官は，嘘の可能性の高い主張に対し、疑いを持たなかった。彼らは、幼い時から嘘の教育を受けてきたためである。彼らは、国際人道主義を実現するという正義感と使命感で判決を下した。それにより、この国家と国民がどれほど大きな代価を払うことになるか眼中にもない。
【反日種族主義】：
「反日種族主義」とは、思い込みによる極めて不寛容な民族主義的幻想を指す。
韓国の民主主義とは、西洋で勃興した民主主義とは、別のものである。韓国の民主主義には、自由で独立的な個人という概念がない。韓国の民族はそれ自体で一つの集団であり、一つの権威であり、一つの身分である。そのため、むしろ種族といった方が適切である。隣の日本を永遠の仇と捉える敵対感情である。ありとあらゆる嘘が作られ広がるのは、このような集団心性によるものである。すなわち反日種族主義である。これをそのままにしておいては、この国の先進化は不可能である。先進化どころか後進化してしまう。嘘の文化、政治、学問、裁判はこの国を破滅に追いやるであろう。
この本の中では、いろいろな事例が資料に基づき述べているが、その中でかなりのスペースを割いている徴用工と慰安婦の部分について簡単に説明したい。
【徴用工】：（前述の【嘘の裁判】でも記載）
強制徴用は虚構であり、神話である。
証拠に使われている「旭川新聞」に掲載された写真は実は日本人だった。また、朝鮮人の賃金が日本人の半分だったというが、賃金の平均値は日本人と同等だった。。

1937年に日中戦争が勃発し、以後、毎年10万人以上の朝鮮人が自発的に日本に渡って行った。より高い所得とより良い職場を得るためである。1940年には20万人を超えた。1941年、日米戦争が勃発し、その数は減ったが、それでも1944年まで毎年10万人以上が日本に渡って行った。それとは別に、1939年から日本の会社の労務者募集が始まり、1941年まで約17万人が募集で日本に行き、1944年8月まで約25万人が総督府の斡旋で日本に行った。どちらも当事者の同意を前提にした契約関係だった。戦争末期の1944年9月から徴用が実施されるが、彼らが奴隷として強制連行されたとか酷使されたという今日の通念は、1965年以後、日本の朝鮮総連系の学者たちが作り上げたでたらめな学説が、拡散した結果に過ぎない。（日韓国交正常化に不安を感じた北朝鮮系の学校の学者が突然この問題を提起したといわれている）人が嘘をつくのは、嘘による利益が大きいためである。嘘をついても社会がそれに対し寛大であれば、嘘をつくことは集団の文化として広がっていく。
【慰安婦】：

慰安婦は強制ではなかった。
戦後、慰安婦は、韓国軍慰安婦、米軍慰安婦という形で存続し、むしろ朝鮮戦争の時期は慰安婦の数が植民地時代の10倍になった。また、多くの慰安婦が在命中には問題にならず、問題になったのは吉田清治の本が出版された1983年以降のこと。またそれが、朝日新聞によって世界に拡散された。その結果、国連人権委員会で「クマラスワミ報告」という文書が一気に世界に拡散した。その後の米国議会の「従軍慰安婦問題の対日謝罪要求決議」でさらに拡散して行く。（ただし、最近になって、朝日新聞は、吉田清治の記事は間違いであったとの訂正記事を出した。しかし時すでに遅しである）。著者は、「慰安婦たちは高額の前借金と増えていく利子によって奴隷的に縛られていたという主張は、然るべき証拠が提示されたことのない先入観に過ぎない。朴治根の日記や文玉珠の回顧録から分かるように、女性達は一生懸命にお金を稼いで送金し、貯金した。それに関する記録が他にも多く存在する」「1970年代まで慰安婦の実情をよく知る人たちが多数生きていたときには、慰安婦問題は提起されなかったが、40年以上も過ぎ、もうそういう人たちがいなくなってその記憶が薄れてくるや、架空の新たな記憶が作られ、慰安婦問題が登場したのである」と述べている。この部分では、かなりのページをさいており、著者の熱意を感じる。
2.感想：
（１）この本は、しっかりとしたデータに基づき明確な主張がなされその原因を述べている。各分析は、きちんとした資料に基づいて述べておりまた内容も明快で理解しやすい内容になっている。韓国の歴史は事実に沿って見直していくものではなく、「創作」してくものであると言うことがわかる。彼らにとって歴史とは作り出していくものであることを、これからの両国間の関係性においても再確認しておく必要があり、そこに新たな、そして大きな危険性をはらんでいることを日本人は常に心に留めておかなければならない。
　（２）日本は、これまで謝罪も反省も一杯していると思う。それなのに「謝罪も反省もしていない」と責められ続ける。そして「日本の反省をしていない証拠」として、いろいろなものを諸外国に触れ回っていることについては、非常に残念である。そしてますます憂鬱な気分になる。ただ、著者のような方がでてきてくれたのは、感謝したい。韓国でこの書がベストセラーになったのは、韓国の政治に危機感を覚えている人々が増えているからだろうと思う。韓国でこのような書を出すことは大変なことで、著者らの勇気には敬服する。（先日のフジテレビでの池上彰の韓国の特集でもこの本のことは、取り上げられ、著者とのインタビューの内容も紹介されていた。そして、徴用工の像が実際に設置されている駅へ池上さんと一緒に行き、その像を見て「恥ずかしい」と発言していた。なぜならその像のモデルは、「旭川新聞」に掲載された日本人の写真だからである）。著者の見解に沿うとしたら、日韓関係を外交努力によって改善するのは困難である。韓国自身が変わらない限り、日韓関係を改善することはできない。本書がもっと多くの韓国人に読まれ、韓国自身の問題を議論するベースの書になればと願う。日韓関係の問題を解決するためには、韓国自身がまず自らの抱えた問題を認識することが必要と思う。今のままでは、未来志向は困難である。その間、日本は冷静かつ毅然とした態度で対処することが必要である。なお、中国に対しては、どんなに屈辱的な仕打ちをうけたとしても寛大であるが、日本は、何でも韓国のいうことを聞けばよいと考えているように思えてならない。これは、学校教育と、言論（映画、テレビなど）によってますます形成されているように思われる。
（３）蒋介石・毛沢東は、日本に賠償要求はしなかった。だが、韓国は賠償を要求した。韓国は、戦争の主体でもなく参戦国でもなかったはずである。発端である「サンフランシスコ講和条約」における韓国は、「日本から分離された地域」であり、日本に対する戦勝国でも、日本の植民地被害国でもなかった。日本に併合され、日本の一部として第2次大戦で敗戦した韓国が、現在も自身を戦勝国と定義している。当時の韓国政府は、会議の主管者であるアメリカに、「独島」＝「竹島」を日本の領土から分離するように要請したが、そのことに関する適切な根拠を提示することができなかった。そして、米国務省から韓国政府に「1905年以来日本の島根県隠岐島の管轄下に置かれており、韓国は以前、決してこの島に対する権利は主張しなかった」との返信があったとのことである。（当時の李承晩政権は、このことを知っているはずである）。
（４）著者が、自国の歴史観の背景に「反日種族主義」を見出したのは、朝鮮半島の古代史から現代まで再分析した「韓国経済史」という自身の大著に取り組んできた研究のさなかのことであったという。近代的な学問とはあまりにもかけ離れた反日の歴史観は一体どこから来たのか。それは、政治や民族といった概念だけでなくもっと根本的な精神文化の問題があるのではないかと思い、そして思索の中からたどり着いたのは、伝統的なシャーマニズムや宗教観からくる韓国特有の偏質的な精神現象、集団的な心性だった。著者は、「それは、種族主義だと気付いたのです。そしてわれわれ韓国人の集団的な心性を分析することには非常に意味があると、この本の構想を練り始めましたと」語っている。さらに「慰安婦問題こそが、反日種族主義の核心なのです」とも言っている。さらに「韓国女性の苦しみの歴史を知れば知るほど自らの歴史にこれだけの悲惨を抱えているにもかかわらず、日本軍慰安婦のみを政治問題化し日韓関係を悪化させてきたことに種族主義をみるからです。種族主義は、危険と思います。私は、研究者として、このことを国民に告発したのです」と述べている。研究者として歴史に真摯に向き合いそれを先入観なしに冷静に向き会い冷静に分析する姿が見られる。まさに、憂国の士である。
2．今後の日韓関係について：（少し、繰り返しの部分もあるが）
最近の日韓関係は，戦後、最悪と言われている。これには、現在の文政権が発足後、自衛隊機レーダー照射、徴用工判決、慰安婦問題、韓国国会議長の発言（天皇への謝罪要求）などがあり、それが日本人の感情を大きく傷つけたことにあるといわれる。（これでもか、これでもかと）
1965年の日韓国交正常化の際には、「今後、日韓両国とその国民は、いかなる請求権も主張することはできない」と明記し、条約に明文化された。最近示された当時の議事録の中でも、日本政府が、個人への補償を提案したところ、韓国側は、それを拒否し、日本政府から請求金をもらい、国内個人対する補償，支給は、自ら行うことにしたいと述べたという。しかし、韓国政府は、それを個人の補償にあてず、むしろ経済発展のために使用し、高速道路建設や工場建設などに使用しこれが「漢江の奇跡」といわれ、韓国経済が大きく発展した。
また、慰安婦問題については、日本側は、これまで何度も謝罪している（村山首相の談話、河野発言、小泉政権のときの癒し財団の設立など）。とくに2015年には、アメリカ政府の仲介もあり、朴大統領のときに日韓政府間で「慰安婦合意」がなされ日本側は、慰労金として10億円を拠出した。ところが、韓国政府は、受けとった10億円を慰安婦には、支給していない（まだ半額くらいが手元に残っているようである）。そして受け取った補償金の返還もせずに日韓合意を一方的に破棄を通告してきた。（まるでぼったくりバーのようである）。そして、日韓合意に反しあいかわらず世界各国でこの問題を取り上げ日本を批判している。（真面目に慰安婦問題を解決しようという態度があるのであろうか？）。
韓国で大きな影響力をもち文大統領の支援団体でもある挺対協（慰安婦運動団体）は、強硬な姿勢を示しており、日本に対し「戦争犯罪を認め、公式謝罪をし、法的賠償をし、戦犯者を処罰し、日本の歴史教科書に記録し、追悼碑と資料館を建てろ」と主張している。
韓国は、何をしてほしいのだろうか？　今後の日韓関係は？（要検討）
（同じように一時期日本の一部であった台湾は、親日国家なのに、なぜ韓国は、反日なのか？）
・謝れといっているが、日本は、何度も謝っている。毅然とした態度が必要ではないか。
・思い込みたいことを言っている。政府は、約束を守らない。事後立法。
・反日、しかし、反中ではない（中国には、負けるが、日本より優秀と思っている。
　「中国は、親、韓国は、長男、日本は、次男」、「反日、離米、従北、親中の外交」）
・距離をおいて、当分は、関わらない方がよいのでは。（以前読んだ、他の書物には、「非韓3原則」という表現があった。そこには、「教えず、助けず、関わらず」という記載があった）
・止むことのない反日活動き（ただ相手を侮辱し続けてよいのだろうか？）
・今のままでは、未来志向は、困難である。（個々人は、親日の人もいるとは、思うが）
・メディア報道を見る時間の長さが短いと思われる若い年齢層（SNSに関心）に期待すべきか？
・韓国を「反日種族主義国家」として認識し外交戦略を再構築すべきか？（「反日種族主義」とは、無条件かつ絶対不変の敵対感情、それを乗り越えるには？）　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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